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点数の解説と施設基準届出まで



ベースアップ評価料で賃上げを

ベースアップ評価料による賃上げ分

令和5年度
の賃金

令和6年度
以降の賃金 賃金増率 ＝

賃金増率（給与の改善率）とは

％

（給与の改善率）



施設基準の届出が必要
（Ⅰ）は、全ての医療機関が算定する。
（Ⅱ）は、入院がない医療機関が算定する。
（入院）は、入院のある医療機関が算定する。

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）

直近3か月で、延べ入院患者数が30人未満の有床診療所は、
（Ⅱ）を届出て算定しても良い。

ただし、（Ⅱ）と（入院）は、どちらか一方のみを届出る。

入院ベースアップ評価料



ベースアップ評価料（Ⅰ）で、

賃金増率が 以上の場合、

ベースアップ評価料（Ⅱ）は算定不可

ベースアップ評価料（Ⅱ）が算定できない場合

届出前
の
賃金

賃金増率 ＝

ベースアップ評価料（Ⅰ）による報酬

1.2％

（給与の改善率）



ベースアップ評価料（Ⅰ）で、

賃金増率が 以上の場合、

入院ベースアップ評価料は算定不可

入院ベースアップ評価料が算定できない場合

届出前
の
賃金

賃金増率 ＝

ベースアップ評価料（Ⅰ）による報酬

2.3％

（給与の改善率）



外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

6点

2点

28点

7点



外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）

・対象職員が2名以上で届出可。1名では届出（算定）できない。
・８つの区分がある。
・届出時および3か月に1回、算定区分の検証が必要
算定すべき区分より高い点数は算定できない。

8点、16点、24点、32点、40点、56点、64点

1点、2点、3点、4点、5点、6点、7点、8点

8点、16点、24点、32点、40点、56点、64点



入院ベースアップ評価料

点数の区分は１６５段階

入院基本料算定時に併せて算定



はしごが外される心配は、、、杞憂か。

•介護保険では、すでに長く運用されている。

•ベースアップ評価料は、それを見本に制度設計。

•施設基準を届出た上で算定する点数でもある。



従業員の賃金を上げるための点数

対象職種



得られた報酬は、全て、従業員の賃上げに充当する。

まず計画を立て、計画に沿って、賃上げに充当する。

もし余ったら、

最初の計画を超えて賃上げしても良い。
令和６年に余ったら、令和７年に回しても良い。
対象でなかった従業員の賃上げに回しても良い。

（令和６年度に2.5%以上、令和7年度に2.0%以上の賃上げを行った場合に

対象外職種、40歳未満の医師、歯科医師などへ）



得られた報酬は、全て、従業員の定期昇給分ではなくて、

ベースアップ分に充当する。

ここの区別が大事



定期昇給とベースアップ

定期昇給

公務員の給与のように、

勤務年数や役職等に応じて

給与規定で決められている。

ベースアップ

「新卒の看護師の初任給の相場が上がり既雇用の看護師の給与を上
げざるを得ない」などの事情で昇給。



「うちに定期昇給なんて言葉はない、、、でも。」

• もし、ベースアップ評価料が無くても、昇給はおこなわれていたはず。

• それとは別に、ベースアップ評価料を利用して、賃上げを行うよう要請さ
れている。



•給与規定が整って、定期昇給が明文化されれば、おの
ずとベースアップ分も明確になる。

•施設基準届出前に、従業員とベースアップ評価料に基
づくベースアップについて話をしておく。



「施設基準を届出るべき、しかも早
く」

•従業員の昇給は避けられない。

•導入された最初から取り組んだほうが情報が
多くて届出しやすい。後になればなるほど、
敷居は高くなる。



届出に必要な数字 過去1年分の賃金等

• 6月から算定する場合、

•対象職員給与および賞与

•令和5年3月～令和6年2月

•その他

• 厚生年金保険料の事業主負担分

• 中小企業退職金共済分など

令和5年度
の賃金

令和6年度
以降の賃金



過去3か月分の算定実績

• 6月から算定する場合、
令和5年12月、令和6年1月、2

月
初診料
再診料
訪問診療料

レセコンにそれらを確認する機能があれば簡単。

令和5年度
の賃金

ベースアップ評価（Ⅰ）
の報酬を試算するために



とりあえずベースアップ評価料（Ⅰ）

•ベースアップ評価料（Ⅰ）で賃上げの目安に達することができ

れば、他の評価料については考えなくて良い。

• 無床診療所・歯科診療所は1.2％を超えるとベア評価料（Ⅱ）算定不可

• 病院・有床診療所は2.3％を超えると入院ベースアップ評価料算定不可

•多くの診療所は（Ⅰ）のみで達成可能か。



試算

• ここでの試算は、厚労省が用意した、ベースアップ評価料計算支援ツールを使います。

• 実際の届出の際、必ずしもこの計算支援ツールを用いて計算する必要はありません。



「令和6年度診療報酬改定説明資料等について」で厚労省のホームぺージを検索













賃金増率が、1.2％未満の場合







病院・有床診療所で、
賃金増率が、2.3％未満、の場合









施設基準の届出について

•「厚労省 ベースアップ評価料について」、または、
「九州厚生局 特恵診療料の施設基準」等で検索。

•エクセルファイルとなっている関係書類をダウンロー
ドして、必要な入力を行う。

• 4月18日より以前にダウンロードしたファイル、他のサ
イトからダウンロードしたフィアルは、エラーがある
ので使用しないこと。



届出書類を整備します。
厚労省ホームぺージ

「ベースアップ評価
料等について」

にあるファイルを必
要に応じてダウン
ロードして下さい。



届出書類

記載例。

お読み下さい。

入力用ファイル。

全医療機関共通。

ダウンロードして下さい。



届出書類

ベースアップ評価料は、

特掲診療料の届出一覧

にあります。



届出書類

こちらのほうが、届
出に必要な組み合わ
せが分かりやすく
なっています。

エクセルファイルは、
どれも同じです。



届出書類の整備

別添２
ベースアップ評価料（Ⅰ）のみの先生、

ベースアップ評価料（Ⅱ）も届出る先生

それぞれ、該当の届出書を準備下さい。

医療機関コードは、ピリオド無しの7桁を。

最下段は「九州厚生局長 殿」



届出書類の整備
ファイルをダウンロードしたら、含まれているもの
• 様式９５_外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の届出書添付書類

• 様式９６_外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）の届出書添付書類（新規・3，6，9，12月の区分変更）

• 様式９７_入院ベースアップ評価料の届出書添付書類（新規・3，6，9，12月の区分変更）

• （別添）_計画書（病院及び有床診療所）

• （別添）_計画書（無床診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （別添）_計画書（歯科診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• 様式９８_賃金改善実績報告書（表紙）

• （別添）_実績報告書（病院及び有床診療所

• （別添）_実績報告書（無床診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （別添）_実績報告書（歯科診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （参考）賃金引き上げ計画書作成のための計算シート



施設基準の届出時

• 様式９５_外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の届出書添付書類

• 様式９６_外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）の届出書添付書類（新規・3，6，9，12月の区分変更）

• 様式９７_入院ベースアップ評価料の届出書添付書類（新規・3，6，9，12月の区分変更）

• （別添）_計画書（病院及び有床診療所）

• （別添）_計画書（無床診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （別添）_計画書（歯科診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• 様式９８_賃金改善実績報告書（表紙）

• （別添）_実績報告書（病院及び有床診療所

• （別添）_実績報告書（無床診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （別添）_実績報告書（歯科診療所及びⅡを算定する有床診療所）

• （参考）賃金引き上げ計画書作成のための計算シート

無床診療所

歯科診療所

病院・有床診療所

別添２ 特掲診療料の施設基準に係る届出書

提出しませんが、
この（参考）シートに入力必要です。

ベースアップ評価料（Ⅱ）の届出を
しない場合でも、様式96は、何も入
力しないで、他の書類と併せて提出
する必要あり。



届出書類の整備
様式95

すべての医療機関
に共通。

注意書きにあるように、
0より大きな数であれば良い。

常勤換算
常勤の職員の常勤換算数は１
その他の場合、その人の労働時間を
常勤職員の所定労働時間で除した数
（１を超える場合は、１とする）



計画書の入力の前に、（参考）シートに入力する。

計算支援ツールを使わず、最初から、ここに入
力して良い



計画書の入力の前に、（参考）シートに入力する。

602,497

新規届出の場合は、当然、
「前回届出時」欄は空欄に。

5月届出、6月算定開始の場合、「新規」と「3
月」にチェックを入れる。



（参考）シートに入力する。

5月届出、6月算定開始の場合、
昨年12月、今年1月、2月の実績を

1.2％を超えたので、（Ⅱ）は算
定できず、（Ⅰ）のみの届出と
なる。

2.3％を超えていないので、病
院・有床診であれば、 （入院
ベースアップ評価料）は届出可
と判断できる。

1.22%



賃金増率が、1.2％未満、で
無床診療所・歯科診療所の場合、

ベースアップ評価料（２）の届出を行う



様式96
先に、様式95を入力しておくこと。
ベースアップ評価料（Ⅱ）については、
この様式の中で計算可。

5月届出、
6月算定開始の場合

忘れずチェック

医科、歯科、
それぞれチェック



様式96

支援ツールで入力した数字と同じなの
で、支援ツールを使わずに、この様式
の入力のみでも可



様式96
算定すべき評価料が自動算出されます。

グレー表示された区分以外なら、どの区分を
届出ても良い。
通常は、算定できる一番高い点数を選択する。



病院・有床診療所で、
賃金増率が、2.3％未満、の場合
入院ベースアップ評価料を届出る



様式97

先に、様式95を入力しておくこと。

5月届出、
6月算定開始の場合

忘れずチェックする。

入院ベースアップ評価料については、
この様式の中で計算していく。



様式97

支援ツールで入力した数字と同じなの
で、支援ツールを使わずに、この様式
の入力のみでも可



様式97

5月届出、6月算定開始の場合、
昨年12月、今年1月、2月の入院患者数
を入力。



様式97

算定すべき評価料が自動算出されます。

支援ツールで算出された点数と違っています。
こちらでの計算が正しい数字です。



今年と来院の賃上げのパターンを決めておく

令和5年と比較して、 の2年分の合計が4.5%程度か。

一律に賃上げする 段階的に賃上げする

令和5年
令和6年 令和7年

令和5年
令和6年 令和7年

・

自分で選べる



賃金改善計画書

ベースアップ評価料（Ⅱ）の届出をす
る場合は、このチェックボックスを必
ずチェックすること



賃金改善計画書

ベースアップ評価料に拠
らないベースアップは0円、
定期昇給を2万円、
としている。

記載する数字には、給与
規定など根拠が説明でき
るよう留意する。



賃金改善計画書

職種別に、改善計
画の数字を記載。



賃金改善計画書

対象外職種についても、
賃金を報告させられる。



賃金改善計画書

賃上げの根拠を示す。

ベースアップ評価料の分が
定期昇給に充当されないこ
とを明確にしておく。



賃金改善計画書

賃上げの根拠を示す。

ベースアップ評価料の分が
定期昇給に充当されないこ
とを明確にしておく。



賃金改善計画書

定期昇給の規定があるこ
とを示唆。

ベースアップ分を時給に
充当することを説明



施設基準の届出

• 関係書類（Excelのファイル）をメールに添付して送信する。
• ファイル名は「医療機関コード_ベースアップ評価料届出.xlsx」

例）9999999_ベースアップ評価料届出.xlsx

• 締切は5月17日。ただし、本当の締切は6月5日。
• メール本文に医療機関名、連絡先を記載
• メール送信後、正しく受信された場合は、「メールを受診しまし
た」旨の返信メールが来る。

• エラーメッセージが届いたら、時間をおいて、再度送信。
• 専用アドレスに、他の施設基準について送信しないこと。
• 長崎県内の医療機関の場合、提出先は、

baseup-hyoukaryou42@mhlw.go.jp

mailto:baseup-hyoukaryou42@mhlw.go.jp
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